
成果を測る参
考指標

後期計画策定時
（2021） 令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和7年度
(2025)

目標値 1,523 1,466 1,409

実績値 1,510 1,436

達成率 100.9% 102.0%

活動指標
後期計画策定時
（2021） 令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和7年度
(2025)

目標値 2,312 2,440 2,560

実績値 2,302 2,420

達成率 99.6% 99.2%

（2）期待する
効果

（3）具体的な
取組

1０．指標達成状況、取
組方針ごとの次年度の
具体的方針

（評価責任者記載欄）

成果指標（区内温室効果ガス排出量）：温室効果ガス排出量は順調に減少しているが、ゼロカーボンシティを達成する
ために、着実に、取り組みを推進していくことが必要。
活動指標（再生可能・省エネルギー機器等導入助成累計）：目標の助成件数は達成しているが、再生可能・省エネル
ギー機器等導入をより一層普及啓発し、更なる件数の上乗せを図る。
取組方針①（再生可能エネルギー導入の促進）：環境への意識が高まる傾向にあり、助成額の増額や新たなメニュー
を検討し、再生可能エネルギー導入を更に促進する。また、「第三次 豊島区役所 地球温暖化対策実行計画」について
は、今年度、計画を改訂し、区役所として、としまゼロカーボン戦略を率先垂範できるよう進めていく。
取組方針②（区民・事業者の環境配慮行動の促進）：区民・事業者に向け、身近でわかりやすく、少しでも行動変容に
つなげていけるよう、様々な媒体・手法を検討し、発信力を強化していく。

７.　施策関連課
環境政策課

８．施策の指標達成状況

令和4年度
達成状況

A：達成

令和4年度
達成状況

B：相当程度
達成

区内温室効果ガス排出量
【千ｔ－ＣＯ 】（減が目標）

再生可能・省エネルギー機
器等導入助成累計【件】

令和４年度（令和５年度実施）　施策評価表
１　施策№ 5-2-1
２.　地域づくりの方向 みどりのネットワークを形成する環境のまち

３.　政策 環境の保全

６.　評価責任者 環境清掃部長

４　施策 脱炭素地域社会づくりの推進【重点】

５.　目指すべきまちの姿

地球への環境負荷を軽減するための、省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーへの切り替えが進み、日常生活や事業活動
の脱炭素化が進んだまち。

区民や事業者の環境課題への関心が高く、各主体が環境負荷に配慮したライフスタイルに転換されたまち。

　温室効果ガス排出量は、取組の成果があり順調に減少している。排出量の最新データである2020年度分は、前年度
比下げ幅が例年と比べやや大きかった。事業所等の稼働時間及び稼働空間が縮小したことにより、業務部門の二酸
化炭素排出量が大きく減少しているためと推察される。

　　達成状況分析

９．施策の実施状況

環境月間における啓発ポスター展示
環境情報誌「エコのわ」発行
普及啓発物の作成・配布
エコライフフェアの実施（中止）

エコ住宅普及促進費用助成
エコ事業者普及促進費用助成
エコアクション２１認証取得費用助成
公共施設への再エネ電力等の導入

（1）取組方針
再生可能エネルギー導入の促進 区民・事業者の環境配慮行動の促進

省エネルギー設備の導入、再生可能
エネルギーの普及が進み、CO2排出
量が削減される。

区民や事業者が地球温暖化への関心
や意識が高まり、省エネルギー・節電を
意識した日常となる。

取組方針① 取組方針② 取組方針③

※「期待する効果が得られた場合」は取組の実施によってまちや区民・関係団体等にどのような変化や効果があったのか具体的に事例を記
載。区が実施した内容の記載は不要。「期待する効果が得られなかった場合」は、その原因・課題等を記載してください。（4）「期待す

る効果」が十
分に得られ
た具体的事
例または「期
待する効果」
が得られな
かった場合
はその原因・
課題及びそ
の改善策

助成制度には多くの申請があり、省エネルギー
設備の普及が進んでいる。制度利用者からは、
断熱改修窓について「冷房の効きが良くなり省エ
ネになる」など省エネルギー設備の導入による
効果があった旨の声をいただいた。また、区も一
事業者として、公共施設（81施設）への再エネ電
力等の導入を進めており、CO 排出量の削減は
計画を上回るペースで進んでいる。

区民に向けての啓発の取組みは、新
型コロナウイルス感染症の影響でイベ
ントが中止となるなど、難しい部分も
あった。引き続き発信手段を検討し、脱
炭素社会への呼びかけを継続してい
く。



予　算
令和3年度 令和4年度 令和5年度
13,709 14,297

13,709 14,297

85.5% 77.1%

事業区分 96.5% 103.5%

685 1,024 903

685 1,024 903

109.1% 113.3%

事業区分 105.5% 108.2%

事業区分

事業区分
14,394 15,321 903
14,394 15,321 903

予　算
令和3年度 令和4年度 令和5年度

433 314
433 314
93.9% 95.0%

事業区分 50.0% 80.0%
3,996 4,924 5,475
2,996 3,924 4,475
0.0% 0.0%

事業区分 88.9% 85.2%

事業区分

事業区分
4,429 5,238 5,475
3,429 4,238 4,475
18,823 20,559 6,378

17,823 19,559 5,378

所管課名

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

１１．施策を構成する事務事業

環境政策
課

環境政策
課

決　　算
項目事業名

取組方針①

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

庁内地球温暖化対策事業経費

計画事業

エコ住宅・事業者普及促進事業

事業費合計（千円）

所管課名

環境政策
課

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）
取組方針②関連事業費合計

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

決　　算
項目

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

取組方針②
事業名

クール・チョイス（COOL　CHOICE）推進事業

計画事業

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）
取組方針①関連事業費合計

環境政策
課

事業費合計（千円）
施策事業費合計

うち一般財源（千円）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

環境教育・啓発事業

計画事業

成果指標達成率（％）



成果を測る参
考指標

後期計画策定時
（2021） 令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和7年度
(2025)

目標値 11.6 12.2 12.9

実績値 11.6 12.1

達成率 100.0% 99.2%

活動指標
後期計画策定時
（2021） 令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和7年度
(2025)

目標値 726 765 804

実績値 787 888

達成率 108.4% 116.1%

（2）期待する
効果

（3）具体的な
取組

1０．指標達成状況、取
組方針ごとの次年度の
具体的方針

（評価責任者記載欄）

成果指標（「多様な生きものが生息・生育できる環境づくりが進んでいる」と思う区民の割合）：徐々に上昇してきてお
り、ほぼ目標どおりであるが、多様な生きものが生息・生育できる環境づくりをさらに進めていく必要がある。
活動指標（生きもの調査等に参画する区民（累計））：目標を上回っており、引き続き生きもの調査を通じた生物多様性
の周知に努める。
取組方針①（自然環境の保全と創出）：植樹や育樹活動を地域が主体的に行えるよう、「いのちの森」の植樹・育樹活
動を継続する。また、引き続き区民団体と協働で南長崎はらっぱ公園ビオトープの維持管理を行い、環境向上を目指
す。
取組方針②（学習・参加機会の提供）：子どもや区民に対して、自然環境が学べる講座、環境教育支援、自然体験がで
きるツアーといった環境に関する学習・参加の機会を継続するとともに、さらに環境への意識啓発に向け、内容の充実
を図っていく。

７.　施策関連課
環境政策課

８．施策の指標達成状況

令和4年度
達成状況

B：相当程度
達成

令和4年度
達成状況

A：達成

「多様な生きものが生息・生
育できる環境づくりが進んで
いる」と思う区民の割合【％】

生きもの調査等に参画する
区民（累計）【人】

令和４年度（令和５年度実施）　施策評価表
１　施策№ 5-2-2
２.　地域づくりの方向 みどりのネットワークを形成する環境のまち

３.　政策 環境の保全

６.　評価責任者 環境清掃部長

４　施策 自然との共生の推進

５.　目指すべきまちの姿
高度に都市化が進んだ中でも、公園や公共施設などの自然生態系が保全され、多様な生きものが生息しつづけるまち。

安らぎや潤いを与える自然環境に触れ合う機会が提供され、区民が生物多様性を理解し、生態系の調査・学習活動に主体的に参画するまち。

　区民等との協働による「いのちの森」やビオトープの維持管理活動や、「グリーンとしま」再生プロジェクトによる緑化
活動により、「多様な生きものが生息・生育できる環境づくりが進んでいる」と思う区民の割合が増加したものと考えられ
る。
　生きもの調査については、東京都公園協会（雑司が谷霊園）との連携等毎年周知方法を工夫しており、参加者数が
増加したものと考えられる。

　　達成状況分析

９．施策の実施状況

環境教育支援プラグラム、「豊島の森」環境
講座、区民参加型生態調査、環境交流ツ
アー等の実施。

「グリーンとしま」再生プロジェクト実行委員
会を中心とした地域住民、団体等と「いの
ちの森」の植樹や維持管理の実施等。
区民団体と協働した、区立公園ビオトープ
の維持管理。

（1）取組方針
自然環境の保全と創出 学習・参加機会の提供

植樹や育樹活動を地域が主体的に行い、
みどりと水のネットワークが機能し、自然生
態系の保全につながる。

子どもを含む区民の自然環境に対する意
識が高まり、生物多様性を理解する。

取組方針① 取組方針② 取組方針③

※「期待する効果が得られた場合」は取組の実施によってまちや区民・関係団体等にどのような変化や効果があったのか具体的に事例を記
載。区が実施した内容の記載は不要。「期待する効果が得られなかった場合」は、その原因・課題等を記載してください。（4）「期待す

る効果」が十
分に得られ
た具体的事
例または「期
待する効果」
が得られな
かった場合
はその原因・
課題及びそ
の改善策

地域住民、団体等と「いのちの森」維持管
理の実施、区民・児童参加による区制90周
年記念事業　「いのちの森」記念植樹2022
を実施し、区民との協働による緑化活動に
取り組んだ。
南長崎はらっぱ公園では区民団体と協働
した外来種駆除により、ビオトープ環境が
徐々に改善し、トンボの羽化殻がここ数年
は連続で確認できている。

「校庭からはじまる環境教育」「プールにいるヤゴ等の生
きもの学習」を実施し、児童からは「校庭の植物のことが
よくわかり、家で植物を育てようと思った。」「ヤゴをたくさ
ん救出できてよかった」などの感想があり、自然に対す
る意識が向上した。
区民参加型生態調査は101名の参加があり、1,059件の
報告があり、参加者からは「身近な生物を知るいい機会
だった」「何気なく歩いていても意識が変わった」等の感
想があった。
環境交流ツアーにおける自然体験で、76％～82％の参
加者が「環境に対する意識が高まった」と回答した。



予　算
令和3年度 令和4年度 令和5年度

8,552 11,174 9,270

8,552 11,174 9,270

102.6% 106.3%

事業区分 91.4% 88.6%

3,014 2,767 3,526

1,745 1,498 3,526

133.3% 126.3%

事業区分 100.0% 100.0%

事業区分

事業区分
11,566 13,941 12,796
10,297 12,672 12,796

予　算
令和3年度 令和4年度 令和5年度

3,996 4,924 5,475
2,996 3,924 4,475
0.0% 0.0%

事業区分 88.9% 85.2%
7,561 8,421 9,862
7,561 8,421 9,862
129.3% 128.0%

事業区分 132.9% 100.0%

事業区分

事業区分
11,557 13,345 15,337
10,557 12,345 14,337
23,123 27,286 28,133

20,854 25,017 27,133

所管課名

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

１１．施策を構成する事務事業

環境政策
課

環境政策
課

決　　算
項目事業名

取組方針①

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

生物多様性支援事業

計画事業

「グリーンとしま」再生プロジェクト事業

計画事業

事業費合計（千円）

所管課名

環境政策
課

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）
取組方針②関連事業費合計

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

決　　算
項目

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

取組方針②
事業名

環境教育・啓発事業

計画事業

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）
取組方針①関連事業費合計

環境政策
課

事業費合計（千円）
施策事業費合計

うち一般財源（千円）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

自治体間連携によるカーボン・オフセット事業

計画事業

成果指標達成率（％）



成果を測る参
考指標

後期計画策定時
（2021） 令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和7年度
(2025)

目標値 0.05% 0.05% 0.05%

実績値 0.03% 0.03%

達成率 140.0% 140.0%

活動指標
後期計画策定時
（2021） 令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和7年度
(2025)

目標値 400 15,000 16,000

実績値 420 12,332

達成率 105.0% 82.2%

（2）期待する
効果

（3）具体的な
取組

・ごみ拾いSNS「ピリカ」を本格導入した結
果、オンラインでの参加人数4,690人を達成
した。
・参加者同士で「ありがとう」やコメントを送り
合うことができ、モチベーションの維持につ
ながるなどの意見があった。
・区民等がごみゼロウィーク等の区実施の
イベント時に併せて、アプリを活用し、清掃
活動を実施していた。

※「期待する効果が得られた場合」は取組の実施によってまちや区民・関係団体等にどのような変化や効果があったのか具体的に事例を記
載。区が実施した内容の記載は不要。「期待する効果が得られなかった場合」は、その原因・課題等を記載してください。（4）「期待す

る効果」が十
分に得られ
た具体的事
例または「期
待する効果」
が得られな
かった場合
はその原因・
課題及びそ
の改善策

・路上喫煙・ポイ捨て防止パトロールにおけ
る指導件数が前年度より約7%増加してお
り、喫煙ルールの周知・啓発に繋がってい
る。
・区内で苦情の多い箇所において、重点的
に啓発等の取組みを実施することで、路上
喫煙率の減少にも繋がった。

・受動喫煙対策本部による関係部署での取組みや路上喫煙・ポイ捨て防止パトロールにおける注意・指導件数の増加が「路上喫煙
率」の目標達成につながった。
・新型コロナウイルスによる規制は緩和されつつあったが、区民等の中には心配する声が引き続きあったため、「環境美化に関する活
動への参加人数」の目標値を達成することはできなかった。

　　達成状況分析

９．施策の実施状況

ごみ拾いSNSアプリ「ピリカ」を本格導入し
て、清掃活動の参加を促した。

・受動喫煙防止対策本部を立上げ、全庁的
に喫煙ルールの周知等を図った。
・苦情が多い箇所で重点的にパトロールを
実施した。

（1）取組方針
路上喫煙・ポイ捨て防止対策の推進 多様な主体による環境美化活動の推進

たばこの火による事故や煙の分散の防
止、喫煙者のモラルやマナーの向上

まちの美化に対する区民等の意識向上、ま
ちの美化活動の更なる発展

取組方針① 取組方針② 取組方針③

令和４年度（令和５年度実施）　施策評価表
１　施策№ 5-2-3
２.　地域づくりの方向 みどりのネットワークを形成する環境のまち

３.　政策 環境の保全

６.　評価責任者 環境清掃部長

４　施策 地域美化の推進

５.　目指すべきまちの姿
喫煙・ポイ捨てに関するルールの徹底により、路上喫煙やポイ捨てが減少し、生活環境が良好に保たれ、安全で快適に過ごすことができるまち。

区民一人ひとりの環境美化に対する意識が高まり、多様な主体との協働による美化活動を通じて、地域の美観が維持された、さわやかな住みよいまち。

７.　施策関連課
環境保全課

８．施策の指標達成状況

令和4年度
達成状況

S：目標を超
過し達成

令和4年度
達成状況

B：相当程度
達成

路上喫煙率【％】
（減が目標）

環境美化に関する活動への
参加人数【人】

1０．指標達成状況、取
組方針ごとの次年度の
具体的方針

（評価責任者記載欄）

路上喫煙・ポイ捨て防止パトロールにおける注意・指導や啓発活動の成果により、路上喫煙率の
目標は達成できている。
取組方針①路上喫煙・ポイ捨て防止対策の推進：池袋駅周辺及び苦情が多い箇所での重点的
なパトロールの実施や民間事業者による公衆喫煙所の設置等により、たばこの火による事故や
煙の分散を防ぐとともに、喫煙マナー向上のための啓発活動を今後も継続的に行う。
取組方針②多様な主体による環境美化活動の推進：ごみ拾いSNSアプリ「ピリカ」を活用したキャ
ンペーンの展開やクリーンサポーターなど多様な主体との連携強化により、地域に根ざした環境
美化活動を継続して促進していく。



予　算
令和3年度 令和4年度 令和5年度

8,438 5,999 2,115

8,438 5,999 2,115

140.0% 140.0%

事業区分 182.2% 110.1%

35,007 34,459 44,696

35,007 34,459 44,696

140.0% 140.0%

事業区分 97.8% 97.5%

事業区分

事業区分

43,445 40,458 46,811
43,445 40,458 46,811

予　算
令和3年度 令和4年度 令和5年度

2,202 2,231 2,178
2,202 2,231 2,178
108.0% 108.3%

事業区分 105.0% 82.2%
10,311 11,935 15,734

10,311 11,935 15,734

108.0% 108.3%

事業区分 88.6% 81.6%

事業区分

事業区分
12,513 14,166 17,912
12,513 14,166 17,912
55,958 54,624 64,723

55,958 54,624 64,723

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

もっときれいな街づくり推進事業経費

計画事業

成果指標達成率（％）

事業費合計（千円）
施策事業費合計

うち一般財源（千円）

決　　算
項目

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

取組方針②
事業名

環境美化事業経費

計画事業

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）
取組方針①関連事業費合計

環境保全課

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）
取組方針②関連事業費合計

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

環境保全課

決　　算
項目事業名

取組方針①

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

路上喫煙・ポイ捨て防止パトロール事業経費

計画事業

路上喫煙・ポイ捨て防止事業経費

計画事業

事業費合計（千円）

所管課名

環境保全課

所管課名

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

１１．施策を構成する事務事業

環境保全課



成果を測る参
考指標

後期計画策定時
（2021） 令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和7年度
(2025)

目標値 9,078 8,888 8,701

実績値 8,078 6,864

達成率 111.0% 122.8%

活動指標
後期計画策定時
（2021） 令和4年度 令和5年度 令和6年度

令和7年度
(2025)

目標値 160 260 260

実績値 142 625

達成率 88.8% 240.4%

（2）期待する
効果

（3）具体的な
取組

1０．指標達成状況、取
組方針ごとの次年度の
具体的方針

（評価責任者記載欄）

成果指標、活動指標ともに目標を達成している。
取り組み方針①については、事業者への指導はVOC排出量の減少に寄与しているため、今後も
継続して取り組んでいく。一般家庭による排出を削減するため、周知啓発を強化する。
取り組み方針②については、今後も増加が見込まれる解体工事現場からのアスベスト飛散によ
る大気汚染や健康被害を未然に防ぐため、立入検査をより充実させ、工事業者による不適正施
工を防止するとともに法令の周知啓発を行う。

７.　施策関連課
環境保全課

８．施策の指標達成状況

令和4年度
達成状況

A：達成

令和4年度
達成状況

S：目標を超
過し達成

VOC（揮発性有機化合物）排
出量【kg】（減が目標）

解体工事現場への立入検査
件数【件】

令和４年度（令和５年度実施）　施策評価表
１　施策№ 5-2-4
２.　地域づくりの方向 みどりのネットワークを形成する環境のまち

３.　政策 環境の保全

６.　評価責任者 環境清掃部長

４　施策 都市公害の防止

５.　目指すべきまちの姿
大気汚染状況の改善により光化学スモッグが発生することなく、快適な大気環境のまち。

工事の際の騒音振動や石綿（アスベスト）飛散による健康リスクの低減が図られ、安全で安心して暮らせるまち。

成果を測る参考指標は、目標値を達成している。法令によるVOCの使用量や排出量の届出制度は、事業者が自ら排
出量等を把握することにより、排出量削減に向けた自主的な取り組みを進めることを目的としている。これに加えて、立
入検査により溶剤の取り扱いや保管方法等についての改善指導の成果が表れていると思われる。
活動指標についても目標値を達成している。改正大気汚染防止法に基づく届出のあった解体工事については可能な
限り全件立入検査を実施し、事業者が法令順守を徹底して施行するよう促している。

　　達成状況分析

９．施策の実施状況

解体工事現場へ立入検査を実施
し、工事業者の法令遵守と適切な
施工を指導する。

VOCを取り扱う事業場への立入指導を行
い、排出抑制指導を行う。
また、一般家庭に向けたVOC排出抑制の
取り組みの周知啓発を行う。

（1）取組方針
快適な大気環境の実現 工事現場における環境リスクの低減

VOCの発生が抑えられることによ
り、光化学オキシダント濃度が下が
り、光化学スモッグが発生しない大
気環境。

アスベスト対策に関し、工事業者が
法令を遵守し、適切に工事を施工
することで、工事現場における環境
リスクが低減。

取組方針① 取組方針② 取組方針③

※「期待する効果が得られた場合」は取組の実施によってまちや区民・関係団体等にどのような変化や効果があったのか具体的に事例を記
載。区が実施した内容の記載は不要。「期待する効果が得られなかった場合」は、その原因・課題等を記載してください。（4）「期待す

る効果」が十
分に得られ
た具体的事
例または「期
待する効果」
が得られな
かった場合
はその原因・
課題及びそ
の改善策

事業場への指導の効果も見られ、
排出量が後期基本計画策定時の
8,078kgから、令和4年度は6,864kg
へと低減した。
今後は事業者による排出削減にも
限界があるので、更なる一般家庭
への周知啓発が必要。

改正大気汚染防止法の法令違反
（アスベストの事前調査が不十分な
ケースや必要な掲示をしていない
ケース）が散見される。原因は工事
業者の認識が不足していることが
多いので、立入検査を継続して適
切な施工を指導するとともに、地道
に周知啓発を行う。



予　算
令和3年度 令和4年度 令和5年度
19,395 13,060 13,545

11,515 13,005 13,490

112.4% 129.5%

事業区分 120.0% 100.0%

事業区分

事業区分

事業区分
19,395 13,060 13,545
11,515 13,005 13,490

予　算
令和3年度 令和4年度 令和5年度

112.4% 129.5%
事業区分 120.0% 100.0%

事業区分

事業区分

事業区分
0 0 0
0 0 0

19,395 13,060 13,545

11,515 13,005 13,490

所管課名

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

１１．施策を構成する事務事業

環境保全
課

環境保全
課

決　　算
項目事業名

取組方針①

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

大気汚染対策事業

計画事業

事業費合計（千円）

所管課名

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）
取組方針②関連事業費合計

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

決　　算
項目

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

取組方針②
事業名

大気汚染対策事業（再掲）

計画事業

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）
取組方針①関連事業費合計

事業費合計（千円）
施策事業費合計

うち一般財源（千円）

事業費合計（千円）

うち一般財源（千円）

成果指標達成率（％）

活動指標達成率（％）

成果指標達成率（％）


